
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和7年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○｢授業内容はよくわかる｣と回答した児童90％
○学年で決めた目標冊数の本を読んでいる児童90％

・1時間の中に、話し合う（対話）活動を仕組み、自己選
択・自己決定する場を設定する。
・図書室の本を活用した授業を仕組み、貸出冊数を視覚
化して読書への関心を高める。

B

・｢授業がよくわかる｣と回答した児童92％。校内研修を通して、共通
意識をもって授業づくりに取り組めている。
・｢進んで読書をしている｣児童76％。委員会を中心としたイベントや
読み語りをしてもらうなど、読書推進活動を引き続き進めていく。

B

・｢授業がよくわかる｣と回答した児童93％。自己選択・自己決定の場面を設けた授
業を全校で共通実践ができたので、児童が主体的・対話的に学ぶ姿が多く見られる
ようになった。今後も取り組みを継続する。
・学年の目標冊数を達成している児童は、69％であった。図書室の本を活用した授
業を仕組み、全員が本に親しむ機会を増やして、読書推進活動を引き続き進めてい
く。 B

・｢授業がよくわかる｣と回答した児童93％が素晴らしい。児童に考えさせる授業ができたことがいい結果
を生んだと言える。残り７％の児童のフォローを大切にしてほしい。
・「授業の内容がよく分かる」の回答に対するテストの結果はどうなのか？家庭教育を始め、学習を定着
させるサポートは？
・読書をする児童が減ってきているのではないか。とくに、高学年で差がある。
・暑さ対策としての体育館の空調など学校環境の整備については市に要望を出していきたい。
・図書室は、自ずと本を手にするきっかけづくりの空間であってほしい。校内全体の取組や工夫によって
環境作りがなされていることに感謝。その役割に努力が感じられる。
・日々の繰り返しと積み重ねが将来に繋がると思います。

●学力の向上

○学校では落ち着いて勉強することができている児童
90％
○自分でめあてを決めてチャレンジする児童80％
○1日に決まった時間学習している児童85％。

・「鹿島の学び10ヶ条」から、各月の目標を設定し、月
末に振り返りを行い、意識の継続化を図る。
・「家庭学習パワーアップ週間」の取組状況を数値化
し、児童にふり返る時間を設定することで自主学習の啓
発を図る。 B

・「鹿島の学び10ヶ条」などの取り組みを通し、落ち着いて学習する
ことができている｣と回答した児童95％。今後も、学習規律の定着を
図っていく。
・｢１日に決まった時間学習している｣と回答した児童79％。家庭学習
パワーアップ週間で「家庭学習がパワーアップした」と回答した児童
87％。今後も家庭への啓発を続け、自主学習が充実するよう働きかけ
る。

A

・毎朝の立腰タイムや「鹿島の学び10ヶ条」などの取り組みを通し、「落ち着いて
学習することができている」と回答した児童は95％であった。今後も、落ち着いた
学習環境を整えていきたい。
・「自分でめあてを決めてチャレンジしている」と回答した児童は95％、「１日に
決まった時間家庭学習している」と回答したし児童は77％であった。1月の家庭学
習パワーアップ週間があるので、自分でめあてを決めて自主学習に取り組めるよう
働きかけを継続する。

A

・家庭学習の習慣を身に付けることはとても重要なので、ゲームやスマートフォンなどをしたい気持ちを
抑えて家庭学習をできる環境を創ってほしい。
・家庭での取組と見守りをできる環境を創ることも必要だと思う。
・一定時間を決めて家庭学習の実施をしてほしい。
・「鹿島の学び10ヶ条」などの取組が、落ち着いた学習に繋がり、規律の定着が見られる。家庭学習につ
いては、今後の課題として引き続き取組をお願いしたい。
・家庭教育を始め、学習を定着させるサポートは？

○友達や自分の良さを認めることができたと回答した児
童85％以上
○感謝の気持ちをもって「ありがとう」と言えたと回答
した児童85％以上

・年間を通した「あったかの木」や「やさしさの花」の
取り組み、全校児童への啓発を図る。
・児童が集団の成員としての所属感と連帯感を高めるこ
とができるような集会活動の充実を図る。

A

・「友達や自分の良さを認めることができた」、「相手が悲しむ言葉
や言い方をせず、だれにでも温かい言葉づかいができた」、「感謝の
気ちをもって「ありがとう」と言うことができた」と回答した児童
95％以上。「自分のよいところやがんばっているところを言える」と
回答した児童81％。今後も自己肯定感を高める言葉がけを行ってい
く。 A

・「友だちや自分の良さを認め、なかよく活動することができた」と回答した児童
が97％以上。「感謝の気持ちをもって「ありがとう」ということができた」と回答
した児童が97％以上になり、自己肯定感を高めることにつながっている。「自分の
良いところやがんばっているところを言える」と回答した児童が80％以上であっ
た。
・「あったかの木」への取り組みも定着し、給食時の放送での紹介を楽しみにして
いる児童もいる。

A

・「あったかの木」「やさしさの花」への取組はとてもよいと思います。給食時の放送での紹介も、児童
への意欲喚起として評価できます。
・「あったかの木」「やさしさの花」など具体的かつ見える化によって、友達や自分のことに気づきや気
配りができるようになる、その一つのきっかけづくりとしての取組が素晴らしい。
・年間を通して全校的に取り組むことで、温かな雰囲気、受容的な場づくりがなされていたのだろうなと
思います。
・感謝の気持ちをもたせることは、大変大切で、ありがとうの言葉が出ることよいですね。
・友達や自分のよさを認めることができたことは自己肯定感を高め互いを認め合う人間関係づくりに結び
ついている。

○「相手が悲しむ言葉や言い方をせう、だれにでも温か
い言葉づかいができた」と回答した児童85％。

・いじめアンケートを毎月1回実施し、気になる児童の情
報を共有し、手立てについて全職員で共通理解をする。
・ＳＣやＳＳＷ等と関係機関と連携しながら組織的対応
をすることで未然防止を図る。
・やさしさの花の紹介をして自己肯定感を高める。

A

・「相手が悲しむ言葉や言い方をせう、だれにでも温かい言葉づかい
ができた」と回答した児童96％。
・毎月いじめアンケートを実施することができた。連絡会で時間をと
り、気になる児童の情報共有をしている。
・必要に応じて関係機関と連携し、組織的対応ができている。
・やさしさの花の紹介をすることで、自己肯定感を高めることにつな
げていて、この活動は後期も継続する。 A

・いじめアンケートを毎月行うことで、児童の情報を把握しやすくなり、早めの手
立てをとることができた。適宜、ケース会議を開いたり関係機関と連携を図ったり
して、組織的対応をすることができた。
・「児童の話をじっくり聞いたり、児童に自分から話しかけている」と回答した教
員は92％。「相手が悲しむ言葉や言い方をせず、誰にでも温かい言葉使いができ
た」と回答した児童は、95％であった。
・いじめの早期発見のためのアンケートの継続と工夫。 A

・いじめはどの児童にも起こりえる。どの児童にも被害シャンも加害者にもなり得る事実を踏まえ、全て
の児童を対象にいじめに向かわせないための取組が構築されている。
・いじめアンケートを毎月行われるので特別なことではなく悲しい思いや嫌な思いをした時は書きやすい
状況が創られていると思う。
・いじめの早期発見と早めの対応は、箏が大きくなることを防げるし子どもたちの心の傷も最小限度にす
ることができると思う。
・アンケートには出てこない情報やSOSを拾い上げることの必要性、重要性を感じました。
・情報共有とチームでの対応が素晴らしいと思います。
・アンケート調査は必要であり大切です。取組及び質問などの情報をよい方法で取れるようにお願いしま
す。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思
う」と回答した児童80％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な
回答をした児童80％以上

・「きらり⑫」をもとに、児童のよい行いを具体的に褒
めることを全職員で実践する。
・学習目標を教室内に掲示したり、自己目標や一事貫行
の振り返りと励ましを行う。

B

・「自分の良いところを認めてくれる」と感じている児童90％、「子
どもをよく見てその子に応じてほめている」と回答した職員93％。
・学級目標・一事貫行・学びしぐさ・生活目標・やさしさの花など、
児童が目標にしたり、振り返ったりする活動が非常に多く存在するの
で、精査する必要がある。 A

・「自分の良いところを認めてくれている」と回答した児童は92％。
・「児童が主体的に取り組めるように「出番や役割」を与え、「承認・称賛」しな
がら学習活動や教科指導・学校行事を行っている」と回答した教員が88％。
・「きらり⑫」を達成するための「自分のめあて」を考えさせる取組は継続する。
・各学年代表で一事貫行の達成状況を全校放送で広め、意識の継続化を図った。 A

・認められる、承認される、称賛されることは子どもたちにとっては全ての活動に意欲的に取り組める源
となっていることでしょう。
・先生方の何気ない声かけから、子どもをよく見て理解して下さっていると感心感謝しました。
・出番や役割を作ってもらうことは本当に大切で子どもの能力を伸ばす手段だと思います。
・鹿島市出身や鹿島小卒業生の先輩方との交流で夢も膨らみ目標も見えてくる。高校生との交流も続けて
ほしい。
・先生方から関心を示してもらい承認してもらうことで子どもたちの安心感に繋がり、自らの力で課題解
決ができるようになると考える。

○「進んで体をきたえることができていると思う」と回
答した児童85％以上。
●「健康に良い食事をしている」児童生徒90％以上

・異学年集団活動の充実や外遊びを推奨する。
・スポーツチャレンジやランニングウィークの取り組み
を通して、運動の楽しさや、体を鍛えることへの意識を
高める。
・栄養職員と連携し、全学年で食育指導を実施する。

A

・「進んで体をきたえることができていると思う」と回答した児童
95％、「健康に良い食事をしている」と回答した児童97％。
・異学年集団活動や外遊びの推奨は、天候や学校行事の影響で計画通
りできないことが多かった。したがって。後期に行う予定の体育委員
会と連携したスポーツチャレンジやランニングウィークと並行しなが
ら、引き続き行う。
・食育指導は、前期で２年生と６年生年生を対象に実施。後期は残り
の学年を対象に実施する。

A

・「進んで運動をしたり、体を動かす遊びをしたり、歩いて登下校したりでき
た。」と回答した児童96％、「健康に良い食事をしている」と回答した児童96％
で、年間を通して実施できている児童の割合は高かった。また、教職員の達成度
も、運動面が100％、食育面が85％と、高い割合であった。
・体育委員会と連携して、異学年集団活動「鹿島っ子仲良しスポーツフェス」や、
「ランニングウィーク」、縦割り活動の「ひまわりタイム」を実施し、体を鍛えた
り、楽しく運動に取り組ませたりすることができた。
・栄養職員と連携し、年間を通して全学年を対象に食育指導を実施することができ
た。

A

・運動の面も食育の面も達成割合が高くてとてもよい指導や取組ができてるいる。
・地域での遊びの中で事前と鍛えられるという環境ではなくなってきた中、意識的意図的に運動すること
が必要だと思います。
・家庭や地域全体で取り組むべき課題と思います。
・運動習慣の取組は大変よいことだと思います。また、食習慣の改善による食育指導もよいことで、非常
によく改善されていることは評価します。
・スポーツチャレンジやランニングウィークのみんなで取組が素晴らしい。
・食事への意識は、家庭と学校の連携。
・菜園での野菜育ても食の一環として続けてほしい。地域ボランティア、学校サポーターへの呼びかけ。

○「だれにでも気持ちのよいあいさつや返事をした」と
回答した児童85％以上
○「いのちを守るために、どんなことに気をつけ
て行動すればよいかを知っている」と回答した児
童90％以上

・「生活パワーアップ週間アンケート」を年２回実施
し、取組状況を数値化し、児童にふり返る時間を設定す
ることでよりよい生活習慣の形成に対する意識を高め
る。
・生活委員会を活用した生活目標の設定。
・掲示板の活用や全校朝会等で、取組児童の紹介を行
う。
・年２回の避難訓練等における安全指導の強化。（対児
童、対職員）
・集団登校の各班の自己評価の実施。
・学校安全総合支援事業を活用した取組の実施。

A

・「だれにでも気持ちのよい挨拶や返事をしている」と回答した児童
95％。教師の働きかけ93％。達成率を継続できるよう、今までの取り
組みに加え、児童目線の新たな取組を生活委員会と作り出していく。
・「いのちを守るために、どんなことに気をつけて行動すればよいか
を知っている」と回答した児童96％。後期の避難訓練を機会として、
命を守る意識や取り組みを継続していく。教師の達成率が70％であっ
たため、学校安全総合支援事業を活用し、取組の共有や啓発を行い、
指導につなげる。

A

・児童による「だれにでも気持ちのよい挨拶や返事をしている」への回答が96％
で、年間を通して高い水準であった。教師の働きかけも96％と高く、保護者からの
達成率回答も99％と高水準であった。毎月の生活のめあてや委員会を活用した児童
目線での取り組みが効果的であった。
・「避難訓練などで学んだことを意識し、安全に気をつけて学校生活を送ってい
る」と回答した児童が96％であった。教師の達成率が96％と、前期と比べて14％の
向上が見られた。保護者による「学校は心の教育や命の大切さなどを熱心に指導し
ている。」への回答が93％と高い水準となった。
・交通安全教室の実施や防犯ボランティアの学校行事等への参画を通して、児童が
自分事として捉え、「安全に気をつけて行動することができる」と回答した児童が
96％。

A

・元気に明るく挨拶ができる子どもが多くなってきたと思います。
・大人からの働きかけだけでなく、子どもたちが主体的に取り組んでいけるような風土づくりが大切だと
思いました。
・朝の挨拶は、4月頃より非常によくなりました。
・よりよい挨拶が自ずとできるようになる為に繰り返し家庭でも心がけることが大切。
・朝の通学時間を守れていない子どもが少しいるが、家庭での取組に影響しているのではと思う。
・危機管理能力育成への取組は、今後も継続してほしい。
・気持ちのよい挨拶は、人と人とのつながりを深め、地域の連帯感を強め、相手とのコミュニケーション
を深め、思いやりに心を生み出すことに繋がっている。学校全体での取組がそのことに近づいていると感
じる。

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を遵
守する。
○時間外在校等時間を月平均35時間以下。

・定時退勤日の設定（毎週水曜日）や定時退勤ボードの
活用により、全職員の時間外在校時間に対する意識を高
める。
・会議は事前に議題・資料をデジタル掲示板に共
有し、当日は議論と意思決定のみ行い、会議時間
を短縮する。
・アンケート等の集約は、Forms等デジタル化を進
める。

B

・時間外在校等時間の月平均35時間以下。
・会議時間短縮はできているが、事前に議題・資料を共有し、
当日は協議と意思決定のみ行えるような環境を整える。
・アンケート集約のデジタル化を実施。

B

・時間外在校等時間の月平均35時間以下の職員割合は、平均70％。
・会議資料をデジタル掲示板で事前に配布し、既読期間を設けたことで会議が協議
のみになり時間短縮に繋がった。
・アンケート集約は、全てのデジタル化を実施。
・職員室や教室などの整理整頓を意識した取組により、業務の効率化と改善が図れ
た。

B

・会議資料やアンケート集約で、時間短縮できたと言うことでよい取組です。
・職員も、自分たちが時間を守る仕組みを率先して行うよう心がけてほしい。
・デジタル化実施準備はに冷やす時間確保は大変だろうと思う。
・働き方改革により時間外在校等時間が減っているようになっているが、実際に業務の効率化が改善され
仕事量が減ったかが疑問。

○｢タブレット端末活用し、授業準備や事務処理の短縮に
つなげることができた｣と回答した職員80％以上。

・職場内研修（OJT）を推進し、ロイロノートの活用の仕
方の情報共有を行う。
・デジタルドリルの活用推進。
・教材・資料等の共有化。 B

・｢タブレット端末活用し、授業準備や事務処理の短縮につなげるこ
とができた｣と回答した職員80％以上。
・職場内研修（OJT）を２回実施することができた。今後、10月実施予
定。
・校内研修の資料等をロイロノートや掲示板で共有し、デジタルドリ
ルの活用推進も促す。

A

・｢タブレット端末活用し、授業準備や事務処理の短縮につなげることができた｣と
回答した職員96％以上。
・職場内研修（OJT）を５回実施。
・校内研修の資料等をロイロノートや掲示板で共有した。 A

・タブレット端末活用がだいぶ定着してきたと思われる。
・授業準備や事務処理の短縮のみならず、わかりやすい授業、興味をもちやすい授業へとつながっていく
と考えられる。
・タブレット端末の整備により、児童の習熟度に沿った形で進められて授業準備や事務処理の活用になっ
ている。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●特別支援教育の充実

○「配慮を要する児童への指導を工夫できた」と
回答した職員90％

・定期的な情報共有の場を設定すると共に支援計
画等の個人資料を活用して児童理解を図り、個に
応じた配慮に繋げる。
・ニーズの高いLD傾向児童への配慮や具体的支援
についての研修会を全職員対象に実施する。
・ＳＣやＳＳＷ等の関係機関と連携した支援体制
づくりの充実。

B

・「特別支援教育の専門性を向上させ、学級・児童に合った支援を考
え改善を図っている。また、特別支援教育CO教育相談担当、学年間で
相談したりケース会議に参加したりするなど積極的に対応することが
できている。」と回答した職員96%。学年間の情報共有やケース会議、
専門機関との連携等のさらなる充実を図る。
・必要な児童全員の個人資料作成着手済。
・研修会を通してＬＤ傾向児童への手立てを全職員が具体的に学び、
実践への見通しをもつことができた。

B

・必要な時に必要な人員でケース会議をもち、チームでの情報共有から合理的配慮の検
討、支援実施までスムーズに運んだ。
・担任、教育相談担当、SC、特支Cで連携し、SCから保護者への提案というかたちで家庭
での配慮や通級利用に繋げることができた。
・職員アンケートでは、専門性の向上と組織的対応について肯定的な解答が96%であっ
た。中間評価との比較で、「あてはまる」の数値が上がっており一定の成果はうかがえ
るが、数値目標には至らず、次年度に向け職員間の一層の連携と専門性向上に役立つ資
料提供等の方策を講じたい。
・通常学級における合理的配慮生かした授業作りの組織的推進。
・特別支援教育研修会５回実施。
・ケース会議６回実施。

A

・特別支援教育の専門性やその研修などが必要になってきている。その分、教員の勤務時間や働き方に影
響を及ぼさないような仕組みが必要。
・個人の能力向上のため、保護者を巻き込んでの指導よろしくお願いします。
・取組内容の専門性の共通理解と向上方策の素晴らしさが、鹿島小の特別支援のレベルの高さと評価され
るゆえんだと感謝している。
・タイミングを置き去りにしないで、必要性重視の会議や研修など子どもたちが階段を一歩一歩あがって
いく先に将来が有ことを導いてもらっている。

○愛郷心の育成

○｢地域の方々と楽しく交流し、鹿島のよいとこ
ろ・自慢を知っている｣と回答した児童90％以上
○学校サポーターや地域の外部人材を活用した授
業を、年間2回以上実施

・鹿島のよさや自慢等をまとめ、地域に発信する
機会を設定する。
・学校運営協議会やＰＴＡ等と協働した開かれた
学校づくりを推進し、地域や外部人材を活用した
体験・交流活動の充実を図る。

B

・｢地域の方々と楽しく交流し、鹿島のよいところ・自慢を
知っている｣と回答した児童86％。
・５月から６月にかけて、家庭科の学習を、学校サポーターと
地域の外部人材に依頼して交流活動を１回実施。

A

・｢地域の方々と楽しく交流し、鹿島のよいところ・自慢を知っている｣と回答した
児童89％。
・家庭科の学習を、学校サポーターと地域の外部人材に依頼して交流活動を５回実
施。

A

・地域の方との交流ができている。特に、家庭科の支援をしてくださる方が多く、お互いがよい刺激に
なって相乗効果を期待できた。とてもよい取組ができたと思う。近隣の学校にも広がっていることも評価
できる。
・防犯ボランティア、かしまっ子サポーター、はばたき祭りなど地域の方々の温かい見守りとサポーター
がたくさんある学校でありがたいです。
・学校サポータの人材は、地域力の育成にも繋がっている。
・昔遊びなどこれからも実施してもらえたらありがたいです。
・愛郷心の本コーナーが図書室に設けてあり素晴らしい。
・地域の人との交流が活発に行われ、鹿島のよいところを発見してもらい、鹿島を好きなってもらう活動
ができている。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５ 総合評価・
  次年度への展望

◎　学力の向上　　　 　　　　　　　　　　　  　：自己選択・自己決定の場面を設けた活動の継続、授業と連動した家庭学習への変換、読書習慣の形成・読書意欲の喚起
◎　豊かな心の育成   　　　　　　　　　　　　　：学年人権教育の計画的運用（多文化理解・違いの許容等）、いじめ防止対策の充実（いじめアンケートから教育相談アンケートへの変換）、教育相談週間の効果的活用
◎　健やかな体作り　 　　　　　　　　　　　　  ：行事と授業の連動及びスポーツチャレンジへの計画的取組（年間計画の見直し。学習カードの共有、よりよい生活習慣の形成、危機回避能力の育成
◎　愛郷心の育成・コミュニティスクールの充実　 ：ふるさと「鹿島」への愛着と誇りの育成、地域や外部人材を活用した体験・交流活動の計画的運用（教育課程の見直し）、学校運営協議会・PTAと協働した開かれた学校作りのさらなる推進
◎　働き方改革　　     　　　　　　　　　　　　：学年協働による子どもに向き合う時間及び教材研究の時間の確保（行事の目的の明確化）、会議時間の短縮のためのシステム再構築、時間外在校等時間の上限の遵守

学校関係者評価

●心の教育

●健康・体つくり

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

２ 学校教育目標

３ 本年度の重点目標

◎ 学力の向上   :主体的で対話的な学習づくりの推進 家庭学習の充実 学校図書館を活用した読書活動の充実 志を高める教育活動の推進
◎ 豊かな心の育成 :人権教育の充実 自己有用感の育成 いじめ防止対策 教育相談週間の効果的活用 特別支援教育の充実
◎ 健やかな体作り :体力向上へ向けた年間を通したスポーツチャレンジへの取組 よりよい生活習慣の形成 危機回避能力の育成
◎ 愛郷心の育成・コミュニティスクールの充実 :地域や外部人材を活用した体験・交流活動の充実  学校運営協議会・PTAと協働した開かれた学校作りの推進
◎ 働き方改革   :子どもに向き合う時間及び教材研究の時間の確保 時間外在校等時間の上限の遵守

４ 重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名

１ 前年度
  評価結果の概要

① 学力向上 :話し合ったり、説明したりする活動の継続。読書活動の工夫と家庭と連携した家庭学習の啓発    ② 心の教育 :毎月のいじめ・一事貫行アンケートによる実態把握と個への関わり。地域学習の充実。
③ 健康・体つくり :学校行事と関連させた運動の習慣化と食育の推進                     ④ 業務改善・働き方改革 :業務のデジタル化の推進。子どもと向き合う時間の確保
⑤ 特別支援教育の充実 :個別の支援計画、指導計画に基づく配慮や支援の継続。関係機関との連携推進。


